
○　目的

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 民生児童委員の「緊急医療情報キット」配布への助成事業

予算額 804 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　民生児童委員が、かかりつけ医や持病などの医療情
報を保管する緊急医療情報キットを配布することによ
り、見守りが必要な高齢者等の安心・安全の確保や地
域主体の見守り・支え合い活動を促進します。

　地区担当の民生児童委員が対象者の家庭を訪問し、
本人と面会の上、緊急医療情報キットを配布します。
　配布された家庭において、「緊急医療情報カード」
（A4版サイズ）に必要な情報を記載後、カプセルに
封入し、冷蔵庫内のドアポケット等に配置していただ
きます。
　民生児童委員は、「緊急医療情報カード」の情報を
確認するとともに、定期的に訪問し、情報への更新さ
れているかを確認します。

　緊急医療情報キット一式購入費補助金　804千円

担当所属名 社会福祉課 直通電話番号 64 － 1371



○　目的

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 （仮称）自立促進総合支援事業（窓口）設置準備事業

予算額 2,776 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　生活困窮者自立支援法により、平成27年4月から各
自治体に義務づけられる、ワンストップ型相談窓口の
設置を準備します。

　生活困窮に陥った方を支援するための相談窓口を高
齢者、ひとり親・子育て世帯、障害者世帯など対象者
ごとに分けずに、相談段階での窓口を「（仮称）自立
促進総合支援」窓口とするため、設置準備に向けた取
り組みを進めます。

１．就労支援員の配置
　2,411千円

２．生活困窮者支援事業用のリーフレット作成
　300千円

３．先行して取り組んでいる先進地自治体の視察
　65千円

担当所属名 社会福祉課 直通電話番号 64 － 1371



○　目的

○　事業概要

１．改修工事
（１）設備配管、電気配線設備等の老朽化による改修
（２）外壁、屋根、天井等クラック・剥がれ改修
（３）多目的トイレの設置
（４）点字ブロックの改修・新設
（５）非常階段、避難経路等の安全確保のための改修
（６）太陽光発電設備、蓄電設備の新設

２．監理業務

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 社会福祉センター改修事業

予算額 155,083 千円 新規・拡充
継続の別 新規

３．仮設窓口経費等

　地域福祉の拠点である「社会福祉センター」につい
て、多目的トイレ設置や太陽光発電設備設置等を含む
大規模改修を実施し、誰もが利用しやすく、環境に配
慮した施設整備を行う。

（社会福祉センター）

担当所属名 社会福祉課 直通電話番号 64 － 1371

事業内容



○　目的

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 臨時福祉給付金給付事業

予算額 227,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　平成２６年４月から消費税が８％へ引き上げられることに伴
い、所得の低い方々への負担の影響に鑑み、暫定的・臨時的な
措置として臨時福祉給付金を支給します。

（給付対象者）
　基準日（平成２６年１月１日）時点で住民基本台帳に記録さ
れている者で、平成２６年度の市町村民税（均等割）が課税さ
れていないもの
※ただし、以下の場合は給付対象外。
　・市町村民税（均等割）が課税されている者の扶養親族等
　・生活保護制度における被保護者（基準改定で対応予定）

（支給金額）
　給付対象者１人につき、１万円。
　また、以下の対象者には加算措置として1人につき５千円。

（加算措置対象者）
　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者
　・児童扶養手当の受給者
　・特別児童扶養手当の受給者
　・特別障害者手当の受給者
　・障害児福祉手当の受給者
　・原爆被爆者諸手当の受給者
  ・その他

※対象者が上記の加算措置の対象となる年金・手当等を複数受
給している場合であっても、加算額は対象者１人につき、５千
円となります。

担当所属名 社会福祉課 直通電話番号 64 － 1371



○　目的

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 子ども・子育て支援事業計画策定事業

予算額 4,362 千円 新規・拡充
継続の別 新規

３，７０0千円
２６年度当初予算　内訳

　地域での子ども・子育てに係るニーズを把握し、管
内における新制度の給付・事業の需要見込量、提供体
制の確保の内容及びその実施時期等を盛り込んだ「市
町村子ども・子育て支援事業計画」を策定します。

・ニーズ調査等の結果分析の整理
・ニーズ調査等の結果に基づき実施しようとするサー
　ビスの確保策の検討
・パブリックコメントの実施
・市子ども・子育て会議の開催（６回）　ほか

－ 1376

会議開催に伴う委員報酬 ６６２千円

担当所属名 健康福祉部子育て支援課 直通電話番号 64

事業内容

計画策定等委託事業



○　目的

○　事業概要
①

② 巡回発達相談【継続】：子育て支援課

③ 子どもの聞こえ支援事業【新規】：障害福祉課

④ 発達障害に関する啓発・研修会事業【拡充】：障害福祉課

担当所属名
健康福祉部子育て支援課
　　　　　　障害福祉課

直通電話番号
64-1376
64-1372

チェックリストの配布【新規】：子育て支援課

・保健師等が行う新生児訪問などで、保護者に対し月齢に応じた
聞こえのチェックリストの配布・指導やホ－ムペ－ジなどでの啓
発を行います。

・保育所への「巡回発達相談」を継続実施し、子どもへの関わり
方などの助言を通じて、保護者や保育者を支援します。

・医師が補聴器装用の必要性を認めた、１８歳未満の軽中度難聴
児（両耳聴力レベル７０ｄB未満）を養育する保護者に対し、補聴
器購入等の費用を助成します。
　補聴器購入等にかかる、保護者の経済的負担を軽減すると共
に、補聴器の早期装用を支援し聞こえの保障を行うことで、聞こ
えの問題から生じる困難さを軽減し、言語取得やコミュニケー
ション能力の向上を図ります。

　新生児訪問、乳幼児健診、発達相談等の機会で、発達面（特にコ
ミュニケ－ション能力）の課題を早期発見するとともに、適切な支
援・指導を行います。
　また、障害の有無にかかわらず、安心して子どもを生み育てられる
子育て支援と障害福祉の充実を図ります。

事業内容

・保護者をはじめ、広く市民に発達障害に対する理解を深めるた
めに、京田辺市自立支援協議会との連携により、啓発・研修会事
業を実施します。

予算額 835 千円 新規・拡充
継続の別 新

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 子どもの発達支援事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 健康福祉部　子育て支援課 直通電話番号 64 － 1376

　健やかに子どもを生み育てる環境づくりの一環とし
て、乳幼児、児童及び生徒の医療費を助成することによ
り、乳幼児、児童及び生徒の健康の保持及び増進を図り
、子育て家庭の経済的負担を軽減します。

　０歳～中学卒業までの乳幼児、児童及び生徒に係る医
療費の助成。
 
【拡大対象】
　入院外に対する助成
　　現　行：小学校修了まで
　　拡大後：中学校修了まで

事業内容

予算額
拡大分　19,086

(279,665)
千円 新規・拡充

継続の別 拡充

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 子育て支援医療費助成事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 健康福祉部子育て支援課 直通電話番号 64 － 1376

　増大する保育ニーズに対応するため、みみづく保育園の
移転新築により、入所定員を拡大します。

Ｈ26年度よりみみづく保育園の入所定員を75名増加

Ｈ25年度　150名        →   Ｈ26年度　225名

※建築面積888.74㎡　２階建ての新園舎

事業内容

予算額
  581,800

   (内 36,246千円(拡充))
千円

新規・拡充
継続の別 拡充

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 みみづく保育園新園舎建設に伴う入所定員拡大事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 健康福祉部子育て支援課 直通電話番号 64 － 1376

　
　消費税引上げに際し、子育て世帯への影響を緩和す
るとともに、子育て世帯の消費の下支えを図る観点か
ら、臨時的な給付金を給付します。

１．実施主体
　京田辺市

２．支給対象者
　基準日における平成26 年１月分の児童手当（特例
給付を含む。）の受給者であって、平成２５年の所得
が児童手当の所得制限額に満たないもの

３．対象児童
　平成26 年１月分の児童手当（特例給付を含む。）
の対象となる児童（臨時福祉給付金の対象者及び生活
保護の被保護者等を除く。）

４．基準日
　平成26 年１月１日（臨時福祉給付金の基準日と同
日）

５．給付額
　対象児童１人につき10,000 円

６．費用負担
　全額国庫負担（10／10）

事業内容

予算額 101,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 子育て世帯臨時特例給付金給付事業



○目的
保育所入所待機児童の解消、三山木保育所の老朽化対策のため、
新築移転工事を行う。平成２７年４月開所予定

○定員の拡大 １４０名　→　２００名　（６０名増）
○事業概要

京田辺市三山木上谷浦21-1他
三山木地区特定土地区画整理事業14街区1画地
4228.13平方メートル
1715.07平方メートル
2804.85平方メートル
RC造　地上2階建て
２００人
１階
保育室、乳児ホール、多目的ルーム、職員室、給食調理室
トイレ、倉庫、園庭、乳児園庭、子育て支援専用園庭、
地域子育て支援センター、駐車場、駐輪場
2階
保育室、遊戯室、一時保育室、職員控室、トイレ、倉庫
幼児プレイコーナー、ブラウジングコーナー
保育室全室南向き、1階に吹抜空間
太陽光発電、停電対応型ガス冷暖房
停電対応型コージェネ
温水式床暖房

担当所属名 健康福祉部　子育て支援課 直通電話番号 64 － 1376

所 在 地

施設面積
建築面積

（保育所棟）
延床面積

事業内容

規模・構造

定   員
各 部 屋

予算額 1,037,300 千円 新規・拡充
継続の別 新規

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 三山木保育所建設事業（H25　前倒し）



○　目的

　

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 高齢者いきいきポイント事業

予算額 250 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　元気な高齢者が介護施設等でボランティア活動を行う
ことにより、本人の健康増進や介護予防、社会参加や地
域貢献を通じた生きがいづくりを促進します。
　受入施設と地域との交流の促進や在宅ボランティアの
活性化により、高齢者の生活をより豊かにすることが期
待できます。

　ボランティアを必要とする市内介護施設等を募集し、
ボランティアを実践したい高齢者の登録を行い、ボラン
ティア活動をサポートします。
　対象のボランティア活動としては、施設でのレクレー
ションの指導・補助、行事の手伝い、入所者の話相手な
どから開始します。
　その後、高齢者等を対象とする配食・会食サービスに
おける調理配達、サービス利用者が利用する場所の清掃
等運営の手伝い等に広げます。
　ボランティア活動の評価と動機付けのために、ポイン
ト制を導入し（１回１ポイント）、ポイントに応じて換
金を行います。（１ポイント１００円、年間上限５０ポ
イント程度を予定）

担当所属名 高齢介護課 直通電話番号 64 － 1373



○　目的

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 地域包括支援センター開設事業（宝生苑内）

予算額 34,437 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

（老人福祉センター宝生苑内に開設）

　高齢者が住み慣れた地域で、安心して住み続けられる
よう、地域包括ケアシステムの中心的役割を担う地域包
括支援センターを整備します。

　市内３か所目の地域包括支援センターを、老人福祉セ
ンター宝生苑内に開設します。

担当所属名 高齢介護課 直通電話番号 64 － 1373



○　目的

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 老人福祉センター常磐苑改修事業

予算額 16,800 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

（老人福祉センター常磐苑）

　高齢者のいこいの場や交流の場として利用されてい
る、老人福祉センター常磐苑について、安全な環境整備
のため、耐震改修を行います。

　老人福祉センター常磐苑の耐震改修に向けた実施設計
業務を行います。

担当所属名 高齢介護課 直通電話番号 64 － 1373



○　目的

○　事業概要

担当所属名 健康福祉部健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

　健康づくり対策として、住民が主体的に健康づくり事
業を知り、参加することで、自分の健康についての意識
を高めます。

　健康づくりに関する情報を「健幸パスポート」として
提案し、必須条件であるがん検診などを受け、健康づく
り関連事業への参加や健康目標を立てて、ポイントを集
めていただきます。
　１０ポイント以上集めたら市に応募してもらい、健康
グッズ等を進呈します。
　市民が次の４つの目標が達成できたら市に応募しても
らい、健康グッズ等を進呈します。

対象者：２０歳以上の市民
実施期間：平成２６年４月１日から２７年２月末
パスポート有効期限：平成２７年３月末

事業内容

予算額 731 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 健幸パスポート事業



○　目的
　

担当所属名 健康福祉部健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

事業内容

　健康増進計画の重点プロジェクトの一つである「運
動」のきっかけづくりとしてウォーキングマップを作成
することで「歩くことから始める健康づくり」を目指し
ます。
　また、マップ作成に住民に参加してもらうことで、住
民主体の「健康づくり」「まちづくり」へつなげます。

○　事業概要

ウォーキングマップの作成

（作成）
　住民（楽歩塾参加者等）に「普段歩いている道」を紹
介してもらい、マップを作成します。

（周知方法）
　市ホームページにおいて「ウォーキングマップ」の
PDFデータを公表するとともに、希望者には、印刷した
ものを配布します。

予算額 0 千円 新規・拡充
継続の別 新規

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 ウォーキングマップ作成事業



○　目的

○　事業概要

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 京田辺市食生活改善推進員協議会食育教室事業

予算額 320 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

事業内容

・子ども会や一部の小学校において児童・保護者を対象
に調理実習を含め実施していた食育教室を、各地域の小
学校で社会人講師を迎え、家庭科の授業内で実施。
・乳幼児期の親世代のＰＴＡを対象に教室を実施。
・食生活改善推進員に対し、食育教室における地域活動
の支援。

【実施場所】
　市内小学校、公民館等
【実施回数】
　 ２０回

　京田辺市健康増進計画・食育推進計画による食育を推
進することを目的とします。
　健康増進計画重点目標にある、「乳幼児期から３度の
食事をとおして生活リズムを身につける」という重点目
標推進のため、乳幼児の食事を作成している保護者を対
象に適切な食事の方法を伝え実践に導くことで乳幼児だ
けでなく家族全体の食生活を整え、健康増進に寄与する
とともに、生活習慣が確立される学童期に対して、食育
活動を行います。
　地域で健康な食生活の普及活動ボランティアを行って
いる食生活改善推進員の活動を支援することで、地域力
の強化及び食育推進を図ります。

担当所属名 健康福祉部健康推進課 直通電話番号 64 － 1335



○　目的

事業内容

担当所属名 健康福祉部健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

　近年増加傾向にある前立腺がんを早期に発見し、早期
治療を行い、前立腺がんによる死亡率を減少させること
を目的としています。

○　事業概要

【対象者】

　５５歳以上の男性（昭和３５年３月３１日以前）の検
診申込者に、市内委託医療機関で、血液検査（前立腺特
異抗原（ＰＳＡ）検査）を行います。

予算額 4,609 千円
新規・拡充
継続の別 新規

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 前立腺がん検診事業



○　目的

＜キャンペーンの様子＞

担当所属名 健康福祉部健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

事業内容

　近年、がん検診を始め、検（健）診受診率が低下してきて
いることから、死因の第1位であるがん対策として、受診率の
向上を図ります。

○　事業概要

▽各種がん検診の申込者数の増加を図るための取り組み
　・がん検診受診キャンペーンの実施
　・がん好発年齢等を対象に個別通知による申込勧奨
　・市内掲示板等に検診ポスターを掲示
▽受診者数の増加を図るための取り組み
　・申込者のうち未受診へ受診勧奨

　従来の勧奨方法に加えて、４０歳へ健康手帳及び検（健）
診のお知らせを送付、個別勧奨通知の対象をがん好発年齢に
合わせて拡大、勧奨はがきを往復はがきにする、申込者のう
ち未受診者へ個別勧奨通知を行うなど、勧奨方法を拡充しま
す。

予算額 1,000 千円
新規・拡充
継続の別 拡充

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 がん検診等受診率向上事業



○　目的

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 熱中症対策事業

予算額 500 千円 新規・拡充
継続の別 新規

　熱中症についての情報提供や関連物品を配布し、市民の熱
中症予防への取り組みを支援します。

○　概要

　熱中症について情報提供及び注意喚起するための「暑中お
見舞い」と快適温度と快適湿度をお知らせするツール「熱中
症対策温湿度メーター」を民生委員を通じて配布します。

【対象者】
７０歳以上の一人暮らしの高齢者　約１，２００名

担当所属名 健康福祉部健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

事業内容



○　目的

平成２６年度　当初予算主な事業

事業名 成人風しん予防接種費用助成事業

予算額 501 千円
新規・拡充
継続の別 新規

【対象者】
市内に在住し、次のいずれかに該当する人

　妊婦の風しん感染予防を一層強化し、先天性風しん症
候群の発生を予防するため、予防接種の啓発に加え、感
染症対策として「成人風しんの予防接種」費用の一部を
助成します。

○　事業概要

（１）１９歳から４９歳までの方
（２）５０歳以上の女性で妊娠を希望している方
（３）５０歳以上の男性で妊娠している女性の配偶者

ただし、次の全ての項目に該当すること
① 風しん、（風しん（Ｒ）ワクチン、麻しん風しん混合

（ＭＲ）ワクチン、ＭＭＲワクチン）の予防接種を受け
た回数が０回又は１回の方

② 風しんにかかったことがない方
③ 妊娠していない方

【助成額】
風しん又は麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン予防接種
費用の自己負担額の２／３（上限７，０００円）
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事業内容


